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さて本書は R.G.Grant (ed.), 1001 Battles that changed the course of history, Quintessence 
Editions Ltd., 2011 の全訳である。編者の R・G・グラントはアメリカの軍事史家で、他に
も軍隊や戦争関係の多くの著作がある。日本語訳は原書と全く同じ頁構成をとり、概ね各頁
に一つから二つ、大きなものでは見開きで一つの戦いが収録されている。つまり全体では千
頁に達する大著となる。
上述のような軍事史研究の流れからすると、本書の内容はよく言うとオーソドックス、悪
く言うと旧態依然なのかもしれない。目の肥えた読者ならば、行間に諸々の社会背景を読み
取ることが可能だが、基本的に書かれているのは戦いの場面、そして直前直後の原因と結果
のみである。しかし社会史的な研究が一般化する中で、逆にわれわれは軍隊の本質や主要機
能、特に表舞台である戦場での事蹟をつい忘れがちになっている。その意味で「狭義の軍事
史」と「広義の軍事史」とは相互補完関係にあり、ゆえに本書のような手引きは常に重宝さ
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れるはずだ。事実、これほど簡潔かつ俯瞰的に人類史における戦闘の様子をまとめたものは
─特に日本語では─類を見ないし、原書で執筆を担当したのは編者グラントを含めた 16
人からなる各時代、各地域の専門家である。そのため全体に渡って内容のばらつきは少な
く、総じて密度も高い。また「ビジュアル版」の謳い文句にふさわしく、各頁はカラーで豊
富な図像、写真入りである。単刀直入に、これらは眺めるだけでも楽しめる。そしておそら
く本書は通読するよりも、個々の項目を辞書的に引くことが主たる使途になると思われる
が、巻末に収録された日本語版オリジナルの索引は、そうした読み方の大きな助けになろ
う。
軍事史の翻訳において苦労させられるのは、日本語の定訳が確立していないものが多い、
という点である。既に述べた戦後歴史学の「空隙」により、例えば軍の階級のような基本用
語についてすら先行研究の指針が少なく、他方で戦前の日本軍で使われていた訳語もないわ
けではないが、これらは当時のプラクティカルな目的を主としているので、歴史用語として
どこまで普遍性や妥当性を持つか怪しい。筆者はかつてＤ・チャンドラーの『ナポレオン戦
争』を訳した際にも同じことを痛感したが、このようなケースでは敢えて叩き台としての試
訳を行い、後の議論の活性化を促すべきと考えている。
また本書の場合には、さらに時間・空間的な問題が加わる。筆者の専門はフランス近代史
であるが、ヨーロッパの歴史やアルファベットについてはともかく、アラビア語やハングル
文字の日本語表記には訳者共々手を焼かされた。特に人名や地名などの固有名詞、しかも出
典が不明なマイナーなものに関してはそうである。思い起こせば、先にＪ・C・コーン『世
界戦争事典』─こちらも有用な書物であるが、クロノロジカルな本書の構成と異なり、
五〇音順に項目が並べられている─を単独で訳された鈴木主税氏も、似たような趣旨を述
べられていた。いずれにせよ、スタンダードな日本語訳を作るという点では、本書にもまだ
まだ道半ばなところがある。上と合わせて、読者諸氏のご意見、ご批判を賜りたい。
最後に、監修者あとがきでも触れたことだが、本書を手にしてわかるのは、人類の救い難
い性である。数千年の歴史を経ても、われわれの文明は決して賢くなっていない。この愚か
さの記録を前にするならば、これから平和が長続きするとか、まして戦争がわれわれの代で
なくなるなどと思い込むことは、到底不可能である。確かにグローバル化の進行によって国
民国家の枠組みが弱まり、徴兵制に基づく「武装市民」同士の総力戦─さらに諸国家を巻
き込む世界大戦─は目下起きにくくなっているが、それでも武装勢力間の地域紛争の類は
今後も絶えないであろう。
ポール・ケネディの師にあたるＡ・Ｊ・Ｐ・テイラーは、道徳抜きで歴史を語る必要性を
説いたが、戦後歴史学の「空隙」のためか、われわれは戦争や平和を科学的に分析する思考
に慣れていないようだ。学生に戦争や平和について尋ねると、返ってくる言葉はほぼ決まっ
ている。「戦争はよくない」、乃至は「平和は素晴らしい」等々。学生だけではない。数年前
に岩波書店から『憲法を変えて戦争へ行こうという世の中にしないための 18 人の提言』と
いう小冊子が出たが、ごく少数を除き、戦争に対する識者の見解はみなナイーヴなもので
あった。こうしたパトスを脱し、レアルポリティークの中での戦争の位相を究明しようとす
る人にこそ、是非本書を一読してもらいたいものである。
